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太陽光パネルカバーガラスのリサイクル実証試験に成功 
―板ガラス原料向けとして国内初― 

 

AGC（AGC株式会社、本社︓東京、社長︓平井良典）は、使用済みの太陽光パネルのカバーガラス約 24 トン

を、原料カレット（ガラス端材）にリサイクルする実証試験に日本で初めて成功しました。本試験は 2023年 10月 19

日から 22 日にかけて、AGC横浜テクニカルセンターの建築用型板ガラス製造窯にておこなわれました。なお、太陽光パ

ネルのガラス回収には、三菱ケミカルグループの株式会社新菱（本社︓福岡県北九州市、以下新菱）の太陽光パネ

ルリサイクル商業生産ラインの加熱処理技術が用いられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

太陽光パネルカバーガラスのリサイクル工程 

 

太陽光パネルの耐用年数は 20~30 年とされ、2030 年代後半より年間数十万トンの廃棄が予想されています。こ

のうちカバーガラスは、全体の重量の約６割を占めており、産業廃棄物として大量に埋め立て処理された場合には、深

刻な環境負荷を引き起こすと懸念されています。 

今回の実証試験では、太陽光パネルのカバーガラスが、特殊な加熱処理によって板ガラスに再利用可能な原料カレッ

トとなることを確認しました。これにより、産業廃棄物の削減や、珪砂やソーダ灰など天然資源由来原料の節減が可能と

なり、サーキュラーエコノミーの促進に貢献します。また、原料カレットの利用促進に伴い、製造工程におけるGHG排出削

減にもつながります。 

 

AGCは、中期経営計画 AGC plus-2023 において、「サステナビリティ経営の推進」を掲げ、素材イノベーションに

よる社会課題の解決や、2050 年までのカーボンネットゼロ*を目指しています。これからも持続可能な地球環境の実現

に貢献していきます。 

 

注釈︓*Scope1 およびScope2 

https://contact.agc.com/webapp/form/17985_tpab_180/index.do
https://www.agc.com/company/strategy/plan/index.html

